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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

ポリエーテルエーテルケトン（PEEK）は生体力学的にも化学的にも安定で、生体材料として優

れている。しかし、本材料は生体活性が乏しく表面の親水性も低いため、骨組織や軟骨組織への

接着が困難である。我々は 172nm キセノンエキシマランプによる PEEK 表面処理の有効性につ

いて調査した。

エネルギー密度 10mW/cm2の 172nm キセノンエキシマランプを用いて、PEEK に UV 照射を

行った。表面の親水性は接触角により評価した。表面分子構造の変化はフーリエ変換赤外分光

（FTIR）法により観測した。細胞接着性はマウス骨芽細胞様細胞（MC3T3E1）を材料表面に播

種・培養後、クリスタルバイオレット法（CVS）と走査型電子顕微鏡（SEM）にて細胞接着性を

評価した。

UV 照射後の PEEK では、接触角は低下し、FTIR では 1720cm-1付近にカルボニル基の伸縮振

動に帰属されるピーク、3370cm-1付近にヒドロキシル基の伸縮振動に帰属されるピークがそれぞ

れ確認された。また、CVS および SEM では UV 照射後の PEEK において有意に多くの接着細胞

が認められた。

172nm キセノンエキシマランプを用いた表面処理により、PEEK は親水性と細胞接着性の向上

が認められた。この方法は PEEK を材料としている整形外科インプラントの表面処理法として有

用と考えられた。
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